
－

一 一 －

ｊ ’ －

一

主宰代理近藤真奈美さん

読み聞ｶヽせグループ本の花束

「主役は『本』と子どもたち」

読み聞かせ･|○年

つながる人と人・心と心

期一会。そ

んな本との出会いの

きっかけを作ってあ

げたいｰ｣。

　大田区山王小学校

でほぽ毎週、子ども

たちに「読み聞かせ」を行っている地域ボランテ

ィア「本の花剌主宰代理･近藤さんはそう話す。

　あるとき小学校の先生の「朝自習の時間に、子

どもたちに読み聞かせを」という言葉に保護者が

集まり始まった活動は、今年で10年の節目を迎え

た。自分の子どもが卒業した後も続ける人や新し

く入った人など、今のメンバーは約40名。朝の

［クオタイム］という20分間に、子どもたちに本の

読み聞かせや紹介をする。10年という一言では貢

い表せない積み重ねが実を結び､今では読書月間

に図書室に１学年を集めて開く「お話会」や、夏

休みの行事でも体験講座を聞くなど、すでに学校

教育の一環としての役割を担っている。

「絵本には高学年対象のものや、大人が読んでも楽

しいものもたくさんあるんですよ。この前（ボラ

ンティアの）講座でF泣いた赤おに』をやったん

ですが、聞いてる大人たちが泣いてましたから

（笑）」。本当に良い物語は読み手の年齢に関わらず

良いもの。津の花剌では、それを聞き手にでき

読み聞かせボランティアr本の花束｡

http://www.9eocitieａjp/honnoharlataba/

大
き
な
パ
ネ
ル
に
、
登
場
人
物
や
背
景
を
貼
っ

た
り
は
が
し
た
り
す
る
動
き
が
面
自
い
「
バ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
」
。
「
昔
も
今
も
子
ど
も
た
ち
は

「
お
芦
が
大
好
き
。
。
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
」
。

るだけ上手に伝えようと、一人ひとりがとても勉

強熱心だ。集まっての練習はもちろん、今年で5年

続いている「読み聞かせボランティア交流会」で

は、ボランティア組織同士が横のつながりを作り、

それぞれの技術や悩みを共有しあう。今では大田

区に59校ある小学校の40校以上で、読み間かせの

活動があるとのこと。読み聞かせの他にも、紙芝

居や『パネルシアター』、本なしで物語を話す「素

話」など、さまざまな角度から本を紹介する、子

どもが本に興味を持つきっかけになるのはもちろ

んのこと、読み聞かせに慣れた子どもは、人の話

を間く姿勢が自然に身についているのだとか。

「たとえ自分で読めても、

人に本を「読んでもらう」

のは､ぽとんどの子が好き。

そして私たちも子どもから

パワーをもらっているんで

す」と脂す近藤さん。

　ゲームや携帯に偏りがち

な子どもたちに生の「声」

を届けることで、心で触れ

あうことを教えてくれる。

そんなたくさんの本との出

会いが、これからも子ども

たちの心を豊かに彩り、成

長させていくことだろう。

小学校入口の7本の花束.|
装飾スペース．季節ごとに
力作がお目見え．
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